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1. VIA Fleet Cloud Management Portal
VIA Fleet Cloud Management Portalとは、 AWS IoT CoreおよびAWS KVS上に構築したVIAのWebベースのアプリケーションです。 これにより、 
お客様はVIA Mobile360シリーズ製品を迅速に評価することができます。 各サンプル製品には、 VIA Fleet Cloud Managementの30日の使用期間
が設けてあります。 使用版の利用でリアルタイム追跡、 衝突アラート、 動画アップロード、 走行履歴、 フリート統計など、 さまざまな機能を評価する
ことができます。 また、 Amazon KVSで、 50時間のライブストリーミングを行うことができます。 

1.1 システム要件
ハードウェア要件

1. 1366 x 768px以上の解像度を持つPCまたはノートパッド

2. サポートするVIA Mobile360シリーズ製品

• VIA Mobile360 D700

• VIA Mobile360 M800

• VIA Mobile360 M810

ソフトウェア要件
1. Windows/Linux/macOS

2. 対応ブラウザー： 

• Firefox 21 以上 

• Chrome 23 以上

• Edge 12 以上

• Safari 6.1 以上
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1.2 VIA Fleetのログインおよび概要

1.2.1 ログイン
VIA Fleet Cloud Management Portalのテスト環境にアクセスするには、 次のURL：mobile360.viatech.comをブラウザーに入力してください。 

ログインするには、 提供されたユーザー名とパスワードを対応するフィールドに入力して、 「サインイン」をクリックしてください。 

ログイン画面に表示される対応するQRコードをスキャンして、 スマートフォンのAndroidまたはiOSのアプリをダウンロードしてください。 

注： 

VIA Mobile360アプリは、 車両の紐付け、 ドライバーID画像の管理、 VIA Mobile360 M810システムのドライバー登録にのみ使用できます。 
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注： 

VIA Fleet Management Portalのユーザー画面はデフォルトで英語です。 日本語のユーザー画面については、 アカウントのクレデンシャルでログインし、 設定にてポータル言語を検

索し、 言語を日本語に変更してください。 WebブラウザのCookieがクリアされるまで、 ログイン画面は日本語で表示されます。 設定ユーザー画面の詳細については、 セクション1.4.2

節確認してください。 



 4

	 VIA	Fleet	Cloud	Management	Portal	クイックスタートガイド

1.2.2 VIA Fleetの概要

VIA Fleet Cloud Management Portalのメインメニューは、 Webページの左側にあり、 以下の4つの項目に対するリンクが含まれます。 

•  ライブ追跡 - 道路上または道路外の車両をリアルタイムで監視します。 

• ダッシュボード - フリート、 車両、 ドライバーの統計情報を表示します。 

• 走行履歴 - ドライバーの履歴、 アラート履歴を検索することができます。 

• 管理 - 車両およびドライバーを管理する項目が含まれます。 

タイムゾーン - VIA Fleet Cloud Management PortalのUTCタイムゾーンは、 メインメニューの下部に表示されます。 

上部バーのハンバーガーメニューをクリックして、 メニューを展開または折り畳むことができます。  
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1.3 テスト環境の設定
サポートされるVIA Mobile360シリーズプラットフォーム、 AWS IoT CoreおよびKVS機能を評価するために、 最初に製品をVIA Fleet Cloud 
Management Portalに登録する必要があります。 

以下のチャートは、 テスト環境を設定するために必要な手順を図示しています。 

フリートの作成
（クラウド）

車両の作成
（クラウド）

ドライバーの作成
（クラウド）

AI機能の設定
（クラウド）

デバイス登録
（アプリ＋デバイス）

AI校正
（アプリ＋デバイス） 経路登録（アプリ）

車両／ドライバー登録 デバイス登録 AI登録 経路登録

車両モデルの作成
（クラウド）
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1.3.1 VIAフリート登録
これらの手順に従い、 新しい車両をVIA Fleet Cloud Management Portalに登録してください。 

1. 左側のメニューで、 「管理 -> 車両」を選択します。  

2.  「車両」管理ページで、 ページの上部バーにある「フリート追加」をクリックし、 新しいフリートグループを作成します。 

1

2

3. 以下を含む、 必須情報を入力してください。 

• フリート名 - 車両グループの名前を入力します。 

• 説明 - グループの簡単な説明を入力します。 

• カラー - VIA Fleet Cloud Management Portalでグループを特定するためのカラーを選択します。 
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3

4

4.  「保存」をクリックして、 フリート追加を完了します。  

5.  「保存」をクリックすると、 プログラムは「管理 -> 車両」ページに戻ります。 左側のメニューで、 「管理 -> 車両モデル」を選択します。 

6.  「車両モデル」管理ページで、 ページの上部バーにある「モデル追加」をクリックし、 新しい車両モデルを作成します。 

5

6
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7. 以下の情報を入力します。 

• モデル情報

• モデル名： 車両モデル名を入力します（必須）。 

• 燃料タンク容量： 燃料タンク容量を入力します。 これは、 各走行の合計燃料消費量およびアイドル時間燃料消費量を計算するため
に必要です。 VIA Mobile360製品が搭載される車両の取扱説明書を参照してください。 

• 燃料の種類： 車両に必要な燃料のオクタン価です（必須）。 

• 車両重量： 車両の重量を入力します。 「1.8T未満」「1.8T～3.5T」「3.5T超」（メートル単位で表示）の3つの既定範囲から選択でき、 衝
突アラート、 ドライバースコア、 燃料タンク消費量に使用されるGセンサーの感度の精度を高めることができます。 

• 排気量： エンジン排気量を入力します。 これは、 アイドル時間燃料消費量を計算するために必要です。 VIA Mobile360製品が搭載さ
れる車両の取扱説明書を参照してください。 

• 運転席：車両のハンドルがある側（左または右）を選択します（必須）。 

• 車幅：エンジン排気量を入力します。 これは、 アイドル時間燃料消費量を計算するために必要です。 VIA Mobile360製品が搭載され
る車両モデルの取扱説明書を参照してください。 

• ボンネットの長さ: 車両モデルのボンネットの長さを入力します（必須）。 

• CANバス

• 接続タイプ： VIA Mobile360製品が必要とするデータを車両モデルのCANバスから読み取るために、 適切なCANバスケーブルの接
続タイプを選択します（必須）。 「OBD II」「J1939」「なし」の3つのオプションから選択できます。 
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注：

「なし」を選択すると、 燃料消費量、 速度、 走行距離、 アイドリング時間の統計は利用できなくなります。  GPS モジュールを使用すると、 精度の低い速度統計が提供されます。 

• DBCファイル: 「J1939」または「OBD II」を選択した場合、 標準またはカスタムのDBC（CANデータベース）ファイルを使用するかどう
かを選択します。 

         

標準DBCファイル： 標準DBCファイルのオプションは、 車両からVIA Mobile360シリーズ製品に渡されるデータを提供します。 これを
選択すると、 この車両モデルを使用する車両が次回オンラインになったときにこのファイルが車両に同期されます。 

OBD II： 標準ファイルは、 速度、 燃料タンクレベル、 走行距離、 エンジン始動時間のデータを提供します。 

J1939: 標準J1939ファイルは、 速度、 燃料タンクレベル、 走行距離、 エンジン始動時間、 ウィンカー、 ギアステアリング（VIA 
Mobile360 M810のPAS機能でのみ必要）のデータを提供します。 
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カスタムDBCファイル: カスタムDBCファイルオプションでは、 ユーザーがプライベート情報に追加して、 OBD II接続のウインカー、 
ギア、 ステアリング角度（VIA Mobile360 M810のPAS機能でのみ必要）を取得し、 VIA Mobile360シリーズ製品のADAS機能をさら
に強化することができます。 J1939接続で、 車両がJ1939標準プロトコルに準拠していない場合、 ユーザーはプライベートデータを
追加することができます。  

右側のリンクをクリックして、 各VIA Mobile360シリーズ製品のカスタムファイル説明書および選択した接続のカスタムDBCファイル
のサンプルをダウンロードできます。 

• DBCファイルのアップロード: 車両モデル用のカスタムDBCファイルが作成されると、 ユーザーはDBCファイルをアップロードするVIA 
Mobile360シリーズ製品を選択する必要があります。 該当製品を選択したら、 「選択」ボタンをクリックしてPCでファイルを参照し、 適切
なDBCファイルを選択します。 「開く」をクリックして、 ファイルをアップロードします。  

アップロードされたファイルは、 利用可能であればVIA Mobile360シリーズ製品の下に表示されます。 ファイル名をクリックすると、 ファ
イルをPCにダウンロードし、 必要に応じて修正することができます。 

その車両モデルで別のVIA Mobile360シリーズ製品をサポートする必要がある場合、 上記の手順に従いDBCファイルをアップロードしま
す。 
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注： 

カスタムDBCファイルは、 CANバスデータプロトコルおよびDBCファイル構造を熟知した専門家向けです。 車両の製造元からプライベートCAN IDを取得することが推奨されます。 不

正確な情報を含むファイルは、 車両に損傷を与える可能性があります。 

• Gセンサーの感度: スライダーを動かし、 急ブレーキ、 急カーブ、 急回転を検出するGセンサーの感度を低、 中、 高のいずれかに設定しま
す。 高～低の11段階の感度があり、 「高」は急ブレーキ、 急カーブ、 急回転を検出しやすく、 「低」は急ブレーキ、 急カーブ、 急回転を検出
しにくくなります。 
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8.  「保存」をクリックして、 新しい車両モデルを追加します。 

9.  「保存」をクリックすると、 プログラムは「管理 -> 車両モデル」ページに戻ります。 左側のメニューで、 「管理 -> 車両」を選択します。 

10. 上部メニューバーから「車両追加」を選択し、 新しく作成したフリートグループに新しい車両を登録します。 

9

10

11. 車両に搭載されるVIA Mobile360シリーズプラットフォームを一覧から選択し、 「OK」を選択します。 

12. 各VIA Mobile360シリーズ製品のEVKクイックスタートガイドに記載されている手順に従い、 VIA Fleet Cloud Management Portalで車両の
登録を完了させます。 以下の例はVIA Mobile360 D700です。 
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13. 新しい車両について、 以下の情報を入力します。 

• 車両名 - VIA Fleet Cloud Management Portalで車両を識別するために使用されます。 

• プレート番号 - VIA Mobile360 D700製品が搭載されている車両のライセンスプレート番号です。 

•  フリート - 上記手順3で作成した「フリート」を選択します。 

• 車両モデル - 上記手順5～8で作成した車両モデル（必須）を選択します。 

注：

車両モデルを選択すると、 「燃料タンク容量」「燃料の種類」「車両重量」「排気量」「運転席」「車幅」「ボンネットの長さ」のフィールドが自動入力されます。 
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 − 車両ライセンス - 車両登録証の画像です（必須ではありません）。 

 − 許可ドライバー - 車両に許可ドライバーを追加する前に、 ドライバーが作成されている必要があります。 

• AI機能

 − アラート言語: 音声アラートの再生言語を選択します（英語、 日本語、 中国語（繁体字）、 中国語（簡体字）に対応）。 



 15

	 VIA	Fleet	Cloud	Management	Portal	クイックスタートガイド

注：

LDW、 FCW、 DSSのAI機能が正しく動作するためには、 「運転席」「車幅」「ボンネットの長さ」のフィールドに値が入力されている必要があります。 

14.  「保存」をクリックして、 車両を登録します。 

15.  「保存」をクリックすると、 プログラムは「管理 -> 車両」ページに戻ります。 フリート名をクリックすると展開され、 車両がフリートに追加され
ていることを確認できます。 



 16

	 VIA	Fleet	Cloud	Management	Portal	クイックスタートガイド

1.3.2 VIA Mobile360シリーズ製品の登録
VIA Mobile360シリーズ製品を前節で作成した車両に登録する前に、 製品を車両に設置してください。 すべての車両情報および走行情報を取得す
るには、 OBD II/J1939ケーブルを使用することが推奨されます。 設置するには、 4G SIMカードが必要です。 各製品の完全な手順については、 VIA 
Mobile360 EVKクイックスタートガイドを参照してください。 

設置が完了したら、 以下のステップに従い、 VIA Mobile360シリーズ製品をVIA Fleet Cloud Management Portalに登録してください。 

1. 以下の該当するQRコードをスキャンして、 Androidデバイスの場合はGoogle Play Storeから、 iOSデバイスの場合はApp Storeからダウンロ
ードしてください。 

2. インストールが完了したら、 アプリを起動してください。 
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3. アプリのアイコンの下の行から「ユーザー」を選択してください。 

4.  「VIAフリートログイン」を選択してください。 

5. VIA Fleet Cloud Management Portal用に提供されたものと同じユーザー名とパスワードを入力してログインし、 「OK」をタップしてくださ
い。  

6. VIA Fleet Cloud Managementアカウントに作成したすべての車両の一覧を表示する場合は、 「車両紐付け」を選択してください。 
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7. 車両を起動し、 VIA Mobile360シリーズ製品の電源を入れます。 起動が完了すると、 短いビープ音に続いて「登録用QRコードをスキャンして
ください」という通知がされます。 この音声通知の後、 60秒以内にアプリからQRコードをスキャンします。 

8. アプリで、 リスト内の車両をタップし、 VIA Mobile360シリーズ製品を紐付けするために使用するQRコードを生成します。 

9. QRコードをVIA Mobile360シリーズ製品のDSSカメラレンズの前に配置します。 

10. デバイスがQRコードをスキャンすると、 デバイスで「登録成功」という確認音声が再生されます。  

11. ポップアップ通知で「OK」をタップすると、 車両リストに戻り、 車両名の横に「登録済」と表示されます。 

注： 

60秒以内にQRコードをスキャンしなかった場合、 VIA Mobile360シリーズ製品で「登録失敗」という音声通知が再生されます。 この場合、 デバイスを再起動して、 やり直してください。 
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12. 再度VIA Fleet Cloud Management Portalにログインし、 「管理 -> 車両」に進みます。 リスト内のフリートをクリックし、 登録された車両を
選択します。 車両情報ページに次の3つのセクションが追加されます。 

製品情報 - 車両に紐付けされている製品に関する以下の情報を表示します。 

• 製品モデル - 車両に紐付けされているVIA Mobile360シリーズ製品のモデルを表示します。 

• 登録済み - 緑色のチェックマークは、 車両にVIA Mobile360シリーズ製品が紐付けられていることを示します。 デバイスの登録を解除す
るには、 表示されている「登録解除」ボタンをクリックします。 

• SIMカード - VIA Mobile360シリーズ製品に取り付けられているSIMカード番号を表示します。 

AI機能 -  利用可能なAI機能と校正ステータスを表示します。  

注：

これは、 VIA Mobile360シリーズの各製品により異なります。 

試行期間情報 -  試行期間に関する情報を表示します。 

• 残りの試行時間 - VIA Fleet Cloud Management Portalを使用してsテストするための残り日数を表示します。 

• KVSの残り時間 - KVSライブストリーミングの残り時間数が表示されます。 



 20

	 VIA	Fleet	Cloud	Management	Portal	クイックスタートガイド

上記の画像は、 新たに現場に追加されたVIA Mobile360 D700 AI ドライブレコーダーを示しています。 

注：

その他の製品を追加する場合は、 1.3.1節および1.3.2節の手順を繰り返してください。 
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1.3.3 AI機能の有効化
AI機能を使用するには、 VIA Mobile360アプリを使用してADASおよびDSSの校正プロセスを完了し、 機能をクラウドまたはVIA Mobile360アプリ
で有効化する必要があります。 各VIA Mobile360シリーズ製品で利用可能なAI機能のセットアップ、 校正、 有効化については、 VIA Mobile360 EVK
クイックスタートガイドを参照してください。 

1.3.4 VIA Fleetドライバーの登録
VIA Fleet Cloud Management Portalでは、 ドライバーを製品に登録することで、 フリート管理の際により深い洞察を得ることができます。 各走行
のドライバーを特定するためには、 VIA Fleet Cloud Management Portalでドライバーが作成されている必要があります。 以下の手順でドライバー
を作成し、 車両の許可ドライバーとして登録します。 

1. 左側のメニューで、 「管理 -> ドライバー」を選択します。 

2. 次に、 上部バーから、 「＋ドライバー追加」を選択します。 

1

2
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3. 最低限、 以下の情報を入力してください。 

• 名 - ドライバーの名 - 必須

• 姓 - ドライバーの姓 - 必須

•  ドライバーの写真 - VIA Fleet Cloud Management Portalで特定するために使用するドライバーの写真。 

注：

VIA Fleet Cloud Management Portalを通じてドライバープロファイルにアップロードされた写真は、 VIA Mobile360シリーズ製品の顔認識には使用されません。 顔認識用の画像を

追加する方法については、 1.3.5.2節を参照してください。 

• 許可車両 - 「＋」記号をクリックして、 ドライバーを車両の許可ドライバーとして登録します。 複数台の車両を選択することができます。 
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4.  「保存」をクリックして、 新しいドライバーを追加します。 
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1.3.5 経路にドライバーを登録
VIA Fleet Cloud Management Portalでドライバーを作成した後、 ドライバーはVIA Mobile360アプリから固有のドライバーQRコードをスキャンす
るか、 VIA Mobile360シリーズ製品の起動後にフェースID（顔認証）で走行に登録することができます。 

注：

走行にドライバーを選択・登録する方法の詳細については、 1.4.2節を参照してください。 

1.3.5.1 経路の登録－QRコード
以下の手順に従い、 ドライバーQRコードを使用して、 経路に対してドライバーを登録してください。 

1. VIA Fleet Cloud Management Portalの「管理 -> ドライバー」で、 走行に登録するドライバーを選択します。 「VIA Mobile360アプリ - ドライ
バー登録ID」セクションに、 「ログインID」が表示されます。 これは、 そのドライバーがVIA Mobile360アプリにログインする際に使用するドラ
イバーのユーザー名です。 

• ユーザー名 - 以下のように生成される既定のユーザー名です。 

「会社名_ドライバーの名_ドライバーの姓」。 これは、 ドライバーを作成した後、 変更できます。 

例： VIA_Michael_Fox

• パスワード - パスワードは会社名です。 
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2. 以下の該当するQRコードをスキャンして、 VIA Mobile360アプリをAndroidデバイスの場合はGoogle Play Storeから、 iOSデバイスの場合は
App Storeからダウンロードしてください。 

3. インストールが完了したら、 アプリを起動してください。 VIA Mobile360シリーズデバイスをVIA Fleet Cloud Management Portalに登録した
ので、 デバイスの起動が完了すると、 「ドライバーQRコードをスキャンしてください」という音声通知が発せられます。  

4. アプリ上で、 アプリ下方のアイコンから「ユーザー」を選択してください。 

5.  「VIAフリートログイン」を選択してください



 26

	 VIA	Fleet	Cloud	Management	Portal	クイックスタートガイド

注：

デバイスを起動してから、 デバイスをオフにするまでに経路が定義された場合、 このプロセスをすべての経路に対して実施する必要があります。 

6. ドライバーのログインIDとパスワードを入力し、 「OK」をタップします。 ドライバーQRコードの画面が表示されます。 これは、 設定で設定され
ている時間（既定は60秒）だけ有効です。  

7. ドライバーQRコードをDSSカメラレンズの前に配置します（既定のスキャン時間は60秒）。 VIA Mobile360シリーズ製品でQRコードのスキャ
ンに成功すると、 「ドライバーの登録完了」という音声通知が流れ、 走行記録が開始されます。 また、 既定の30秒後に、 走行履歴レポートに
含まれる画像がDSSカメラで撮影されます。  

注： 

制限時間内にQRコードがスキャンされなかった場合、 自動的に走行記録が開始され、 制限時間の経過後、 VIA Fleet Cloud Management Portalのライブ追跡セクションに「不明な

ドライバー」と表示されます。 
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1.3.5.2 経路の登録－顔認識
以下の手順に従い、 フェースIDに登録するためのドライバー顔認識ベクトルを作成します。 

1. VIA Mobile360アプリを開き、 「ユーザー」をタップします。 

2.  「VIAフリートログイン」を選択し、 管理者のユーザー名とパスワードを入力します。 これは、 VIA Fleet Cloud Management Portalのログイ
ンに使用されるものと同じです。 

3.  リストから「写真のアップロード」を選択します。 

4. 登録されている全ドライバーの一覧が表示され、 写真がアップロードされているかどうかを確認できます。  

5. ドライバーを選択して、 フェースID用の写真を追加します。 

6. ドライバーの顔を枠内に入れて中央合わせして、 スナップショットボタンを押します。 
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7.  「OK」をタップすると、 画像がVIA Fleet Cloud Management Portalにアップロードされます。 

                        

8. VIA Fleet Cloud Management 
Portalで、 フェースID用画像がアッ
プロードされたドライバーのページ
に移動します。 

9. フェースID写真フィールドには、 フ
ェースID写真がアップロードされた
ことを示す緑色のチェックマークが
表示されます。 

10. 許可車両のいずれかがオンライ
ンになると、 その車両内のVIA 
Mobile360シリーズ製品にフェー
スIDベクトルがダウンロードされま
す。  

11. ドライバーのフェースIDベクトルを
ダウンロードした車両には、 車両の
横にフェースIDアイコン「  」が表
示されます。 



 29

	 VIA	Fleet	Cloud	Management	Portal	クイックスタートガイド

12.  「フェースID」登録を有効にするには、 VIA Fleet Cloud Management Portalの「設定」タブで、 「ドライバー登録方法」を「QRコードまたはフ
ェースID」に設定します。 詳細については、 1.4.2節を参照してください。 

13. 車両がオンラインになると、 設定が更新され、 起動後に「カメラを見るか、 ドライバーQRコードをスキャンしてください」という音声通知が流
れます。  

14. 登録されたドライバーがカメラを見て、 正常に特定されると、 「スキャン成功」という音声通知が発せられます。 

15. また、 1.3.5.1節で説明した通り、 ドライバーQRコードを使用して走行に登録することもできます。 

注：

フェースID登録を実行する前に、 DSS校正を実施する必要があります。 
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1.4 アカウント設定
テスト環境のセットアップ完了後、 上部メニューバーの右側にあるユーザー名をクリックすると、 すべてのフリートデバイ
スの設定とアカウント情報を確認することができます。 クリックするとメニューが展開され、 以下のオプションが表示さ
れます。  

• マインアカウント - 会社、 ログイン名、 メールアドレス、 その他の情報を含むユーザープロファイル。 

• 設定 - 測定単位、 時間形式、 ポータル言語、 アラート録画時間、 走行音声記録、 双方向通話記録、 衝突アラート
感度、 アラート言語のグローバル設定。 

• ログアウト - VIA Fleet Cloud Management Portalをログアウトします。 

       

1.4.1 マイアカウント
「マイアカウント」を選択すると、 会社、 ログイン名、 メールアドレス、 その他の情報を含むユーザープロファイルが表示されます。  

連絡先電話番号、 会社住所を変更するには、 「アカウントの編集」をクリックして、 対応するフィールドの希望の情報を変更します。 「確認」をクリック
して、 保存します。 

ログインパスワードを変更するには、 「パスワードの編集」をクリックします。 古いパスワードを入力して、 新しいパスワードを2回入力します。 「確認」
をクリックして、 保存します。 
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1.4.2 システム設定
「システム設定」ページでは、 VIA Fleet Cloud Management Portalのアカウントに登録されたすべてのVIA Mobile360シリーズ製品に共通の設

定を行うことができます。 
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グローバル設定

• 一般設定：

• 測定単位 -  VIA Fleet Cloud Management Portalで使用する単位をメートル法、 インペリアル法、 米国慣用単位のいずれかに設定し
ます。 

• 時間形式 - VIA Fleet Cloud Management Portalで日付を表示する方法を選択します。 

• ポータル言語 - VIA Fleet Cloud Management Portalで使用する言語を選択します（英語、 中国語（簡体字）、 中国語（繁体字）、 日本語
に対応）。 

• ドライバーのログイン設定：

• ログイン方法 - 走行の際、 ドライバーが「QRコード」または「QRコードまたはフェースID」のどちらを使用してログインするかを選択しま
す。 

注：

フェースIDを使用して走行に登録するには、 まずDSS機能の校正を行う必要があります。 

• ログインスキャン時間 - デバイスが起動後、 ドライバーQRコードのスキャンを受け入れる時間を設定します（既定の設定は60秒）。 

• ログイン画像遅延 - ドライバーQRコードのスキャンが成功してから、 DSSカメラで写真を撮るまでの時間を設定します。 これは走行履歴
に追加され、 誰が車両を運転したかを確認することができます。 

• 記録設定：

• アラート録画時間 - アラートトリガーの時点からの録画時間（10、 20、 30秒）を設定します。  

 − 運転中の衝突アラート動画の場合、 短時間録画ボタンを使用してドライバーが開始したアラート動画の場合、 トリガー時点の10秒前
の動画がアラート動画に追加されます。  
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注：

ドライバーアラートについて、 ドライバーがボタンを押した場合、 最初のアラートが記録されます。 元のアラート動画は追加のx秒間動画に追加されます。 ここで、 xは

設定の「アラート記録期間」に設定した値です。 たとえば、 「アラート記録期間」が10秒である場合、 10秒以上の動画が追加されます。 ボタンを何回押した場合でも、 

初期トリガー後の動画の最大長さは50秒です。 

 − 駐車モード衝突アラートは、 デバイスの起動後、 設定された時間録画します。  

注：

ドライバーおよび駐車アラートは、 VIA Mobile360 M810ではサポートされません。 

• 走行音声記録 - 走行動画に音声記録を記録するかどうかを切り替えます。 

• 双方向通話記録 - 双方向通話を記録できるようにして、 走行履歴ページで再生できるようにします。 

• アラート設定：

• 駐車アラートと衝突アラートの感度 - 駐車アラートと衝突アラートの感度設定です。 高～低の16段階の感度があり、 「高」はアラートがト
リガーされやすく、 「低」はアラートがトリガーされにくくなります。 

• アラート言語 - 接続されたデバイスの音声アラートの再生に使用される既定の言語を選択します。 （英語、 中国語（簡体字）、 中国語（繁
体字）、 日本語に対応）。 

デバイス設定

どのデバイス固有の設定が利用可能であるかは、 VIA Mobile360シリーズ製品のVIA Mobile360 EVKクイックスタートガイドを参照してください。 

注：

VIA Mobile360シリーズデバイスをVIA Fleet Cloud Management Portalに接続すると、 クラウド設定により、 ローカルの既定の設定またはVIA Mobile360アプリを使用して変更し

た設定が上書きされます。 

*衝突、 駐車、 ドライバーアラート動画には常に音声が含まれます。 
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1.5 OTAファームウェアアップグレード
VIAから最新の試用版ファームウェアをOTAで受信するには、 VIA Mobile360シリーズ製品をVIA Fleet Cloud Management Portalに登録されて
いる必要があります。 新しいバージョンがリリースされたら、 会社の管理者がVIA Fleetにログインするときに通知されます。 最新のアップグレードを
登録されたデバイスにプッシュするには、 「今すぐアップグレード」を選択して、 後続のポップアップウィンドウで、 「確認」を選び、 選択を確認してくだ
さい。  

注：

ユーザーが「キャンセル」を選択した場合、 1.5.1節で説明するように、 「システム設定」で後日アップグレードを導入することができます。 
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次回登録されたデバイスの電源を入れると、 プリインストールされたOTAクライアントプログラムが、 クラウド上で利用可能な新しいファームウェア
バージョンがあるかどうかを確認し、 利用可能なパッケージをダウンロードします。 正常にダウンロードされると、 次回の電源投入時にデバイスのフ
ァームウェアのアップグレードが自動的に開始されます。  

1.5.1 システム設定からのファームウェアアップグレード
会社の管理者が最初の通知を確認した時点でアップグレード処理をキャンセルした場合、 「システム設定」で後日アップグレードを導入することがで
きます。 

1.  「システム設定」タブを開き、 ページ下部にあるVIA Mobile360シリーズ製品の「デバイス設定」セクションまでスクロールします。  

2.  「ファームウェアのアップグレード」ボックスに、 「新しいバージョンが利用可能です」というメッセージが表示されます。 
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3.  「アップグレード」ボタンをクリックして、 後続のポップアップウィンドウで、 このセクションを確認します。 登録された製品は、 前述のように最
新版のファームウェアをダウンロードし、 インストールすることができます。 

注：

VIA Mobile360シリーズ製品をVIA Fleet Cloud Management Portalに紐付けせずにテストするには、 各VIA Mobile360 EVKクイックスタートガイドの指示に従い、 MicroSDカード

でデバイスのファームウェアをアップグレードしてください。 
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1.6 ライブ追跡
「ライブ追跡」ページを使用して、 登録された車両をリアルタイムで追跡することができます。 「オンロード」タブを選択すると、 現在走行中のすべて

の車両が表示されます。 「オンロード」タブの下のパネルには、 すべてのフリートと各フリートの走行中車両の一覧が表示されます。 

注：

走行中の車両とは、 登録されたVIA Mobile360シリーズデバイス、 4G信号を搭載し、 エンジンを始動している車両として定義されます。 

  

「  7/12 」 - フリートのアクティブな車両/合計車両 

「  」 - 現在選択されている車両

「  」 - フリートの車両に対するアラートメッセージを示します。 

「  」 - 衝突アラート

「  」 - ドライバーアラート

「  」 - 無許可ドライバーアラート

「  」 - オフライン、 車両は道路上にありますが、 4G通信が一時的に繋がっていません。 

「  」 - ドライバーアラートにより、 双方向通話が要求されています。 

注：

製品デバイスが10分以上4G信号で応答しない場合、 車両の横にオフラインアイコンが表示されます。 デバイスが3時間以上4G信号で応答しない場合、 オフロード一覧に移動します。 
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フリート名をクリックすると、 地図上のフリートに走行中の各車両のアイコンが表示されます。 また、 地図上の特定の車両をクリックすると、 その車
両を中心として画面右側にポップアップウィンドウが表示され、 詳細情報を確認できます。 
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<-アラートアイコンをクリックす
ると、 衝突、 ドライバー、 ADASア
ラート（ある場合）の記録動画が
それぞれ表示されます。 

-> カメラアイコンをクリックする
と、 ライブKVSストリーミングが
開始されます。 

VIA Mobile360 D700デバイス
では、 両方のカメラを同時にラ
イブ配信することができ、 VIA 
Mobile360 M800およびM810シ
ステムでは、 一度に1つのカメラ
を選択してライブ配信することが
できます。 

ポップアップウィンドウの情報タブには、 以下を含む車両に関する現在の走行情報が表示されます。  

• 車両名（上部バーに沿う）

• 車両のライセンスプレート番号

• 車両が所属するフリートグループ

• 現在のドライバー - ドライバーのQRコード／フェースIDをスキャンした場合はドライバー名が表示され、 そうでない場合は「不明」と表示さ
れます。 

• 現在の速度および位置

• QRコードをスキャンした後、 VIA Mobile360シリーズデバイスが撮影した画像

•  「  」 車両との双方向通話を開始するためのボタン
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注： 

KVSストリームはスムーズな再生を保証するために640px x 480px @ 15fpsの解像度に最適化されています。 VIA Mobile360 D700デバイスでは両方のカメラを同時に表示でき、 VIA 

Mobile360 M800およびM810システムでは一度に1台のカメラを表示することができます。 

「オフロード」タブを選択すると、 現在走行中ではない車両の一覧が表示されます。 リスト内の車両を選択すると、 最後に確認された位置と最後の
走行に関する情報が表示されます。 また、 「駐車アラート」が設定されている車両は、 一覧で「  」のアイコンにより表示されます。 未登録ドライバ
ーの走行は、 赤い文字で表示されます。 
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1.7 アラート通知
VIA Mobile360シリーズデバイスから、 VIA Fleet Cloud Managementプラットフォームにアラートが送信されると、 上部バーの「  」アラートアイ
コンに赤色ドットが表示され、 新しいアラートが送信されたことを示します。 過去24時間以内の送信されたアラートが一覧に表示されます。 

アラートアイコンをクリックすると、 車両、 フリート、 アラートの種類（衝突、 ドライバー、 駐車、 無許可ドライバーアラート）、 位置、 ドライバー、 各ア
ラートの時間を含む、 当日のアラートの一覧を表示するウィンドウがポップアップ表示されます。 位置をクリックすると、 「走行履歴」ページの「アラ
ート」セクションに移動し、 車両が自動的に選択され、 右端にアラート動画が表示されます。  

「ライブ追跡」ページ左側の一覧で、 アラートアイコン「  」がそのフリートの横に表示されます。 車両をクリックすると、 画面右側にポップアップウ
ィンドウが表示され、 より詳細なアラート情報と動画を確認できます。  

注：

衝突、 ドライバー、 駐車アラートが最初に送信されるとき、 VIA Mobile360シリーズデバイス上の各カメラからのスナップショットが、 アラート情報と共に送信されます。 動画はVIA 

Fleet Cloud Management Portalにアップロードされた後、 追加されます。 
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1.8 双方向通話通知
VIA Mobile360シリーズデバイスでは、 ドライバーとフリート管理センターの間で、 双方向通話を行うことができます。 

ドライバーが短時間録画／双方向通話アラートボタンを長押しすると、 VIA Fleet Cloud Management Portalにメッセージが送信されます。 上部
メニューバーの双方向通話「  」アイコンの横に赤色ドットが表示され、 ドライバーの要求が送信されたことを知らせます。  

双方向通話アイコンをクリックすると、 ドライバーが送信した要求の一覧を表示するウィンドウがポップアップ表示されます。 ポップアップウィンドウ
には2つのタブがあります。 1つは「通知」です。 ここには、 過去1時間以内に送信された要求が表示されます。 もう1つは「不在着信」です。 ここには、 
過去24時間以内の未応答のすべての要求が維持されます。 

各要求の詳細情報には、 車両、 フリート、 ドライバー、 時間、 位置、 ログ、 ログイベント、 要求のステータスが含まれます。 

「ログ」および「ログイベント」フィールドには、 ドライバーによる複数回の通話に応答がなかった場合や、 新しい走行が開始された場合の通知が表
示され、 同じドライバーが乗車しているかどうかを確認できます。 

前の電話に応答する前にドライバーが新たに通話を行うと、 時間が更新され、 さらに1時間通知タブに表示されます。 
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「ステータス」フィールドには、 次のアイコンにより示される車両に搭載されているVIA Mobile360シリーズデバイスのステータスが表示されます。 

 - 車両が道路上にあるかどうか、 4G接続があるかどうかを示します。 アイコンをクリックすると、 ドライバーとの通話が開始されます。 

 - ドライバーとの通話が開始されたことを示します。 アイコンをクリックすると、 通話がキャンセルされます。 

 - 車両が4G接続を失い、 通話に応答できないことを示します。 

 - 車両がオフロードにあり、 通話に応答できないことを示します。 

リストされているドライバーと双方向通話を開始すると、 上部メニューバーに接続の確立を示すステータスバーが表示されます。 接続されると、 登
録されたドライバーの名前が表示されます。 管理者はドライバーと話しながら、 VIA Fleet Cloud Management Portalの他のセクションに移動する
ことができます。 赤い電話アイコン「  」をクリックすると、 通話が終了します。 

                       

「ライブ追跡」ページの左側に表示されている車両の横にマイクアイコン「  」が表示されている場合、 その車両を選択し、 ポップアップウィンドウ
でマイクアイコンをクリックすると、 ドライバーとの双方向通話が開始されます。 
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1.9 ダッシュボード
VIA Fleet Cloud Management Portalの「ダッシュボード」ページには、 収集したデータのすべてに関連する要約が表示され、 フリートの履歴の概
要を確認できます。 統計情報は、 過去7日間、 30日間、 12か月、 またはユーザーが定義する範囲で、 フィルター処理を行うことができます。 

上部メニューバーの下に、 すべてのフリートの一覧が作成され、 対応するカラーコードが表示されます。 

ここには、 5つのセクションがあり、 すべての車両、 各フリートグループの以下含む主要な統計情報が表示されます。 
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• 走行時間 - 選択した範囲の合計および平均を表示します。 

• 走行距離 - 選択した範囲の合計および平均を表示します。 

• 燃料消費量 - 選択した範囲の合計および平均を表示します。 

• 衝突アラート／駐車アラート - 選択した範囲のアラートの合計数を表示します。 

•  ドライバースコア - 選択した範囲の平均のドライバースコアを表示します。 

ここでは、 左側の3つのグラフには、 選択した期間の合計走行時間、 合計走行距離、 合計燃料消費量が表示されます。 これにより、 フリート全体の
主要な指標の傾向を簡単に確認することができます。 

線グラフの右側の2つの表は、 選択した期間の車両別およびドライバー別のランキングが表示されます。 カテゴリ別にフィルター処理を行うには、 表
の列ヘッダーの横にある矢印アイコンをクリックします。 セクションタイトルをクリックすると、 完全なランキングの全ページビューがポップアップ表
示されます。 
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注：

「ドライバースコア」は、 100点満点で各走行について計算されます。 運転中のイベント（DSS、 FCW、 Gセンサーイベント）がトリガーされると減点されます。 また、 デバイス上で何回

アクティブになるかにより、 重みづけされます。 最終スコアには、 走行距離と走行時間が考慮されます。 たとえば、 同じ数のイベントがトリガーされた場合、 走行時間が長い方が、 短

い方より高得点となります。 

1.10 走行履歴
VIA Fleet Cloud Management Portalの走行履歴ページは、 記録された走行を確認する際に便利です。 上部メニューバーの最初のドロップダウン
フィールドでは、 アラート、 ドライバー、 フリートまたは車両カテゴリーによる絞り込みが可能です。 
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1.10.1 検索フィルター
カテゴリーを選択すると、 上部メニューバーの2つ目のドロップダウンフィールドのフィルターを使用して、 以下のようにさらに絞り込むことができま
す。 

• アラート - 衝突、 ドライバー、 駐車、 無許可ドライバー、 または登録されたすべての車両の全アラートで、 履歴の絞り込みを行います。 

•  ドライバー - 特定のドライバーまたはすべての不明なドライバーの走行について、 履歴のフィルタリングを行います。 

•  フリート - フリート全体について、 履歴のフィルタリングを行います。 

•  車両 - 特定の車両について、 履歴のフィルタリングを行います。 

注：

走行とドライバーを関連付けるには、 1.3.5節で説明したように、 ドライバーが「ドライバーQRコード」または「フェースID」を使用してVIA Mobile360シリーズデバイスの起動時に登録

を行い、 走行に登録する必要があります。 ドライバーが走行に登録されていない場合、 一覧では「不明」として分類されます。 

次に、 情報が必要な時間範囲を選択します。 アラートと時間の検索フィルターを選択すると、 カレンダーに走行とアラートが記録されている日が表
示されます。 

カレンダーの凡例：

• 走行情報のある日 - 走行情報のある日は、 灰色の円で日付が示されます：「 02  」。 

• アラート情報のある日 - アラート情報のある日は、 円周が赤色で日付が示されます：「 04  」。 

• 現在の選択 - 現在選択されている日は、 青色の円で日付が示されます：「 17  」。 

日付を選択すると、 その日の運転に関するすべての走行情報の集計がカレンダーの下に表示されます。 これには、 以下の情報が含まれます。 

• 合計時間 - 合計運転時間です。 

• 合計アイドリング時間 - 合計アイドリング時間です。 

• 距離 - 合計走行距離です。 
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• 平均ドライバースコア - 選択した日のすべての走行情報の平均ドライバースコアです。 

• 衝突アラート - 選択した日の衝突アラートの件数です。 

• ドライバーアラート - 選択した日のドライバーアラート（ドライバーがデバイスを短く押すことで生成）の件数です。 

• 駐車アラート - 選択した日の駐車アラートの件数です（車両についてのみ表示）。 

• 双方向通話：

 −  ドライバー - ドライバーがトリガーした通話要求の件数です。 

 − 本社 - ドライバーに対する通話要求の件数です。 

• Gセンサーイベント：

 − 急回転 - 急回転の合計件数です。 

 − 急ブレーキ - 急ブレーキの合計件数です。 

 − 急カーブ - 急カーブの合計件数です。 

• ADASイベント：

 − LDW - 車線逸脱警告の合計件数です。 

 − FCW - 前方衝突警告の合計件数です。 

 − BSD - 死角検出の合計件数です。 

• DSSイベント:

 −  ドライバー疲労 - ドライバー疲労の合計件数です。 

 − 脇見運転  - 脇見運転の合計件数です。 

 − 喫煙 - 喫煙の合計件数です。 

 − 電話使用 - 電話使用の合計件数です。 
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注：

その日に運転された車両に搭載されたVIA Mobile360シリーズデバイスで統計値またはAI機能が利用できない場合、 フィールドは表示されません。 

日次要約統計の下には、 車両のライセンスプレート番号／ドライバー名、 走行時間を含む、 すべての個別走行が順に一覧表示されます。 既定では、 
最初の走行が選択され、 そのルートが地図上に表示されるとともに、 画面右側にその走行の具体的な統計情報を示すポップアップウィンドウが表
示されます。 またルート上には、 「  」衝突アラート、 「  」無許可ドライバーアラート、 「  」駐車アラート、 「  」運転者警告、 「  」双方向通
話、            「  」Gセンサーイベント、 「  」ADASイベント、 「  」DSSイベント、 が発生した場合にフラグが表示されます。 これらは、 日次要約統
計の合計の横にあるチェックボックスを選択または選択解除することで、 表示または非表示にすることができます。 



 50

	 VIA	Fleet	Cloud	Management	Portal	クイックスタートガイド

走行中に衝突アラートまたはドライバーアラートがあった場合、 それらがルート上に表示されます。 衝突アラートまたはドライバーアラートをクリッ
クすると、 ビデオのポップアップウィンドウが表示され、 録画されたフロントカメラおよびリアカメラの動画を再生することができます。 
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ドライバーからの要求または本部からの発信で双方向通話を行った走行（設定で双方向通話の録音を有効にする必要があります）では、 走行情報
ウィンドウに双方向通話アイコン「  」が表示されます。 アイコンをクリックすると、 すべての双方向通話のログが表示されます。 再生ボタンを押す
と、 録音された通話が再生されます。 
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駐車アラートは、 車両を絞り込むと、 走行の一覧に別項目として表示されます。 駐車アラートをクリックすると、 ビデオのポップアップウィンドウが
表示され、 録画されたフロントカメラおよびリアカメラの動画を再生することができます。  

例：「駐車アラート - 1」
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1.10.2 アラート
上部メニューバーの最初のドロップダウンメニューから「アラート」を選択すると、 すべての車両のアラートを衝突アラート、 ドライバーアラート、 駐
車アラート、 無許可ドライバーアラート、 または全アラートで絞り込むことができます。 アラート情報のある日はカレンダーに表示され、 円周が赤色

「 14  」で日付が示されます。 現在選択されている日は、 青色の円「 04  」で日付が示されます。 

アラート情報のある日を選択すると、 カレンダーの下に記録されたすべてのアラートの時刻と位置を示す一覧が表示されます。 一覧から任意のアラ
ートを選択すると、 アラートの位置が地図上に表示され、 右側にアラート発生時の車両、 ドライバー、 時刻、 位置、 速度のイベントの詳細を含むポ
ップアップウィンドウが表示されます。 上の画像に示すように、 フロントカメラおよびリアカメラ（またはドライバーカメラ）で撮影された動画が下に
表示されます。 動画を1回クリックすると再生が始まり、 ダブルクリックすると動画が全画面で表示されます。 
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1.11 管理
1.11.1 車両

「車両」タブには、 フリート名、 フリートに割り当てられた車両数、 許可ドライバー合計数、 簡単な説明など、 作成されたすべてのフリートが一覧表
示されます。 
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1.11.2 登録ステータスおよびトライアル期間情報
個々のフリートをクリックすると、 グループが展開され、 そのフリートに割り当てられたすべての車両が表示されます。 一般的な車両情報、 許可ドラ
イバーの数、 登録ステータス（どのVIA Mobile360製品が設置されているか、 現在のファームウェアバージョンなど）、 AWSの残りの試行時間、 KVS
の残り時間が表示されます。 車両名をクリックすると、 車両の詳細情報が表示されます。 

注：

VIAは1台につき、 AWSの30日間の試行期間と、 KVSのリアルタイムストリーミングを50時間提供しています。 

注：

KVSストリームが有効な場合、 手動で停止しない限り、 ビデオストリームは3分間持続した後で自動終了するため、 KVS機能の停止を忘れたことによる試行時間のむだを防ぐことがで

きます。 
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1.11.3 フリートおよび車両の削除と編集
車両またはフリートは、 車両またはフリート名の左側にあるボックスにチェックを入れ、 「 Delete  」ボタンをクリックすると、 削除することができ
ます。 車両またはフリートのプロファイルを編集するには、 画面右側の「  」をクリックします。 

注：

フリートを削除すると、 フリートの車両のすべての情報は維持され、 一覧の下部で、 割り当て済み車両グループから未割り当て車両グループになります。 車両を削除すると、 すべての

情報が削除されます。 



 57

	 VIA	Fleet	Cloud	Management	Portal	クイックスタートガイド

1.11.4 ドライバー
「ドライバー」ページでは、 すべてのドライバーについて、 ドライバー名、 ログインID、 連絡先、 免許証番号、 許可車両台数、 緊急連絡先、 フェース

ID写真のアップロード状況などが一覧表示されます。 

ドライバー名をクリックすると、 ドライバーの詳細情報が表示されます。 ドライバープロファイルを削除するには、 ドライバー名の左側にあるチェック
ボックスをクリックし、 「 Delete   」ボタンをクリックします。 ドライバープロファイルを編集する場合は、 画面右側の「  」をクリックします。 
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1.11.5 車両モデル
「車両モデル」ページでは、 車両モデルごとの登録車両合計台数を含む、 管理対象のフリートで追加された車両モデルの一覧が表示されます。 車

両モデルを追加し、 車両とリンクさせることで、 車両登録作業を迅速に行うことができます。 

車両モデル名をクリックすると、 その情報が表示されます。 車両モデルを削除するには、 車両モデル名の左側にあるチェックボックスをクリックし、     
「 Delete  」ボタンをクリックします。 車両モデルの削除を確認するポップアップウィンドウが表示され、 関連付けられた車両の関連付けが削除
されることが通知されます。 「OK」をクリックすると、 削除されます。 

車両モデルのプロファイルを編集するには、 画面右側の「  」をクリックします。 

注： 

車両モデルの削除後は、 車両モデルを新規作成し、 対象車両を関連付けることが推奨されます。 
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